
吸収性歯周組織再生用材料

● 生体親和性の良いアテロコラーゲンを主成分とした吸収性メンブレンです。
● 吸収されるのでメンブレンを除去するための2次手術が不要です。
● 血液に馴染み易く、対象部位への適合がスムーズです。



※ご使用の際は、添付文書をよくお読みの上、正しくお使いください。

使 用 症 例 参 考 文 献

製 品 規 格 使用目的、効能又は効果

組 成

特 徴

コーケンティッシュガイド 2540
商品No ： CDM20100
梱包内容 ： メンブレン1枚（滅菌済、再使用禁止）、型紙1枚

コーケンティッシュガイドは、ウシ真皮由来アテロコラーゲンとウシ腱
由来不活性コラーゲンを９：１の割合で混合した液を凍結乾燥させた後、
ジイソシアン酸ヘキサメチレンで化学架橋処理が施されています。
【BSE（牛海綿状脳症）に対する安全対策】
コーケンティッシュガイドは、ウシの真皮と腱を原材料にしております。
真皮と腱はBSE感染の危険がない部位に分類されており、安全です。

歯周疾患による歯肉上皮細胞の根尖側方向への増殖の抑制を目的とし
た歯周組織再生誘導材料として用いる。
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40mm
（実物大）

25mm

コーケンティッシュガイドは
● 生体親和性の良いアテロコラーゲンを主成分とした吸収性メンブレンです。
● コラーゲンの特徴である止血効果・細胞の接着・増殖効果等により創傷部領域での維持安定を達成し、組織内での一体化を図ります。
● 組織内で一体化するとともに一定期間バリアーとして作用し、その後少しずつ吸収されます。
● 吸収されるので膜を除去するための２次手術が不要であり、１回の手術でGTR法が行えます。
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